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られたらいいのにと思ったりする．この問題に応えようとするのが今月号の特集「地域サー

ビスの高度化に向けて－SOA活用でサービスを連携・統合－」．宮本大輔，安信千津子がエ

ディタ．種々の地域サービスを実現しているシステムの連携を図るのが目的．施策面では，

総務省がらみの取り組みを，技術面では複数サービスの連携のための仕組み，たとえばサー

ビス間の認証・認可の共有方式などについて解説している．（独）情報通信研究機構からの

委託研究の成果の一部．技術的には，本誌で連載中の「グリッドとSOAからみるWebサー

ビス標準技術」が応用されるらしい．しかし，さまざまな側面からの要求仕様が語られるが，

全体としての辻褄あわせ，特にセキュリティの確保が大いに気になるところである．

　小特集「ITフォーラムへの誘い」は石田亨，青山幹雄がエディタ．本学会の技術応用運営

委員会からのアウトプット．実務家を中心とする新しい活動の場，として設定されたとい

う．現在のフォーラムであるサービスサイエンス，ITアーキテクト / CIO，ユーザスタディ， 

イノベーティブ社会基盤，Web 2.0 ，福祉情報システム，ITダイバーシティ，高度 IT人材育

成，などに触れた後，全体シンポジウムであるソフトウェアジャパンの様子を紹介．

　「小中学生を対象としたロボット競技会と総合理科教育」（山下博之）はFIRST LEGO 

League という「総合的教育プログラム」についての，参加経験も交えた紹介．設定されたト

ピックについてのリサーチとロボット競技会を組み合わせた大会らしい．「大学生や社会人

は“場”を与えれば自ら学習するが，小中学生には“気づきの促し”が必要」という段はどれ

くらい正しいであろうか．

　「ICTは科学の発展に役立つのか？－情報学A05班の挑戦－」（下條真司，野崎一徳，松岡

聡）は“情報学を創る－科研プロジェクトがめざしたもの”のシリーズ．哲学的な匂いのす

る題名ではあるが，中身はグリッドコンピューティングをめぐる話．
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理由には解せないものも多いのだが．“通信する”では「通信」の性格を検討したりしている

が，情報の「処理」についての迫り方が今一歩か． 

　「表現力の向上を目指して－グラフィクスとCAD研究会－」（西田友是，齋藤豪，柿本正憲，

乃万司）は“研究会千夜一夜”のシリーズ．分野動向の紹介とゴム製カエルの（ような）例．

　「IS研究会の100回記念研究発表会を迎えるにあたり」（市川照久）も同じシリーズ．同研

究会の歴史紹介．論文になりにくいばかりでなく，研究例も紹介しにくい風情．

　「規格とスクーバダイビング」（柴田彰）は“標準化よもやま話”のシリーズ．プールの水

中照明の危険性や，規格外れのシュノーケルの危険性などを例として，社会生活における安

全性と規格との関係を分かりやすく述べている．

　「書評：明文術　伝わる日本語の書きかた（阿部圭一）」（前田英作）も寄せられている．（Skay）
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